
連続講座「国民国家と多文化社会」第13シリーズ

東欧世界は20世紀をどう生きたか？

第１回／11月８日（金）

マイノリティと記憶

報　　　告：佐藤　雪野（東北大学）

コメンテーター：石川　達夫（神戸大学）

野村　真理（金沢大学）

西　　成彦（立命館大学）

第２回／11月15日（金）

歴史―教科書問題

報　　　告：柴　　宜弘（東京大学）

コメンテーター：近藤　孝弘（名古屋大学）

水野　博子（大阪大学）

第３回／11月22日（金）

民族の記憶

報　　　告：篠原　　琢（東京外国語大学）

コメンテーター：我妻　真一（立命館大学・院生）

大津留　厚（神戸大学）

第４回／11月29日（金）

東欧と西欧の狭間―東ドイツ

報　　　告：木戸　衛一（大阪大学）

コメンテーター：高橋　秀寿（立命館大学）

國重　　裕（奈良女子大学）

第５回／12月６日（金）

映像と表象

報　　　告：置村　公男（六甲高等学校）

コメンテーター：関口　時正（東京外国語大学）

中村　年延（ノートルダム女学院）

場所：立命館大学創思館カンファレンスルーム

時間：16：30～19：30
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